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　日本人の健康を支える水産資源 【第８回】シリーズ解説

●１．日本の漁業と沿岸漁業の動向●
　本稿の主題である栽培漁業の説明に入る前に，
日本の沿岸漁業資源の状況について説明する。
　１-1　天然資源の特徴と限界
　　　　～捕りすぎの資源がほとんど～
　農業・畜産業では栽培・飼育しているものが大
半を占めている。一方，水産業では，養殖が増え
てはきたが今でも野生の魚介類を獲る漁業が中心
である。過度の競争や乱獲を防ぎ，資源を管理し
ながら漁業を維持，発展させようとする取り組み
が行われてきたが，資源状態が悪化した魚種が増
加し，現在では余裕がある資源はわずかしかなく
なった。世界的にも資源を巡る状況は同様である
（水産庁，2018）。

　１-2　漁獲量統計を変形したら見えてくること
　　　　～大事にすべきは日本周辺の資源～
　日本はかつて1,200万トンの漁獲量を誇る世界
一の漁業国だったといわれる。しかし，主に他国
の排他的経済水域となった場所で過去に行ってい
た遠洋漁業の漁獲量400万トンや，数十年ごとに
大変動を繰り返すマイワシを大量に漁獲して飼餌
料に多くを使っていた450万トンは，例外的なも
のである。そのため，日本が大事に管理すべきは，
内水面養殖業・漁業，沿岸漁業，沖合漁業，養殖
業である（第１図）。
　１-3　沿岸資源の状況　
　　～沿岸資源は環境悪化の影響を受けている～
　次に漁業の中でも沿岸漁業の対象となっている
資源を見ていく。第２図に漁獲統計の中から貝類

栽培漁業がやってきたこと，やっていること，
やっていくこと
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第１図　主要漁業種類別漁獲量推移 第２図　漁獲統計における貝類漁獲量の推移
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地域の食品産業を支える技術開発◆シリーズ解説◆ 第18回

１．はじめに

チャはツバキ科ツバキ属チャ節の永年性常緑樹
で，その新葉を加工した茶は静岡県を代表する農
産品である。一方でその種子である茶の実は現在
ほとんど利用されていない。しかし明治時代まで
はチャを栽培するために茶の実を採取して蒔

ま

いて
いたほか，明治以降も静岡県内の茶産地の小学校
では児童たちが集めた茶の実を回収し，搾油所に
買い取ってもらっていたとの話も聞く。搾油用以
外にも茶産地のチャ種子として栽培用に売ること
ができ，学校経費にあてた１）。チャは遺伝的に雑
であることから茶の実を蒔いても親のチャと同じ
性質のチャが育たないため，昭和30年以後はチャ
の増殖栽培は全てが挿し木法に変わった２）。茶の
実の採取はその後もしばらく続いたようで，昭和
40 年頃までは茶の実油は髪油，食用油，石

せっけん

鹸の
原料として利用されていたほか，サポニンを抽出
し，写真フィルム製造用に乳化剤として使用され
ていた３）。
ところで茶の実油は中国では「月子油」，「長寿

油」，「苦茶油」とも呼ばれ，高級な食用油として
用いられているが４），中国産の茶の実油は「油茶」
という学名カメリヤ・オレラゼアでチャよりもサ
ザンカに近い植物，ツバキ科ツバキ属ツバキ節の

種子から搾油されたものである５）。
最近再び静岡県内各地で茶の実が話題になり，
県中部の島田市金谷地区では茶の実油で 100 年
前の行灯に火をともしてイベントで利用したり６），
牧之原市では化粧品メーカーによる茶の実の収集
もあると聞く。静岡県東部の沼津市は，愛

あしたか

鷹茶の
産地であり茶業も盛んであるが，農家の高齢化に
伴う後継者不足もあり，耕作放棄茶園が問題に
なっていた。平成 23 年度から沼津市商工会では
耕作放棄茶園を改良し，茶の実を採取しやすいよ
うに改良するなどの取り組みや小型の搾油装置に
より試験的な搾油を開始した７）。しかし，商品化
するには生産方法の確立や品質の調査が必要であ
るため，静岡県東部農林事務所の紹介で平成 25
年に商工会職員と会員の有志が当研究所に相談に
訪れた。これが当所での茶の実油への取り組みが
始まるきっかけとなり，茶の実に関する調査から
開始した。

２．茶の実の利用

茶の実のサポニンに関する機能性研究は多数あ
り，中川致之氏３）のまとめによると，抗菌や抗
カビ，抗ウイルス作用，いもち病の生育抑制，あ
る種の酵母に対する生育抑制効果，チャ炭素病防
除効果，ハダニの密度抑制効果，海洋付着物のフ

静岡県産茶の実油の成分組成調査と商品開発
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